










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































写真 1　2004 年 12 月スマトラ沖地震によるバンダアチェの津波被害の様子
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Ⅱ）早稲田レスキュー立ち上げ（2007年）
　きっかけ；防災教育活動の中での疑問
【現実をどう知り】
　国内で活動するに当たり、活動先の地域に特化した講義内容を考えた。
　都内での活動が多かったので首都直下型地震を対象とした教育内容を考えた。
　そこで国の内閣府にある中央防災会議が 30年以内に 70％の確率で首都に地震が起こる
という予測結果を出していることを知った。また同時に阪神淡路大震災が当時、あの地域
で地震が起こる確率が 8％と言われていたということも知った。
【判断し】
　非常にひっ迫した問題であると判断し、同じく都市で起きた阪神淡路大震災の被害事例
を参考に、また専門家の方のシンポジウムなどに足を運び勉強し、授業内容に盛り込むべ
きものを考えた。
【どう考え】
　しかし、これほど事態がひっ迫しているにもかかわらず、防災教育を行っているメンバ
ー間で意思の共有が難しくなっていた。それはこの団体がスマトラ沖の地震を契機に海外
での活動を前提に立ちあがり、予算の関係もあり国内での活動がメインになりつつあった
ことが背景としてある。その中で被災体験がないにもかかわらず、それから得られた内容
を伝えていくという活動をしているうちに、自分たちが実際に被災したわけでもないのに
何故防災教育をしなくてはならないのか？といった疑問を抱くようになり、それに対する
答えがメンバー内で明確に見つけられなかったためだ。確かに感謝もされるし、良い活動
かもしれないが自分の時間を犠牲にするほどのモチベーションを見いだせずにいた。さら
に年間で数回都内を転々と活動をしており、授業内容が一過性・一時的で継続的な防災対
図 1　 阪神淡路大震災による死者（神戸市）の死
亡推定時刻 
西村明儒ほか、救急医学 1995／10 より
写真 2　 都内の中学校で実施した
防災教育活動の様子
 319震災後の社会と学生の可能性
策の支援は出来ず、そのこともメンバー内でのモチベーションを下げてしまっていた。
　団体を抜ける者も出てきていた。しかし、同じ犠牲を繰り返さないために今ここで有効
な対策をしなければ、被災した後に「あの時やっておけばよかった」の繰り返しになって
しまうと思い、より実践的で効果的な活動方法を考えるようにした。
　しかしその方法がなかなか見つけられなかった。ところがある日、同じように防災教育
活動をしていた時、ふと「30年以内に 70％の確率で起こります」といっている自分たち
の大学は地震が起きた時どうなのかということを考えるようになった。
【行動】
　調べてみると大学には災害時ボランティアを募るという仕組みはあったが、いつどのよ
うに集めるのか、また災害直後の対応などについて具体的な項目は決まっていなかった。
　特に大学は災害時、避難所指定されているので、学生をどこにどう誰が避難させるかだ
けでなく地域との連携がスムーズにとれるような関係構築も必要不可欠であるにも関わら
ず十分ではなかった。
　自分自身も都内で防災教育活動をしたり、他の学生も海外等でボランティア活動をした
りと外への発信が活発なこの大学にあって、身近な所に実は課題が山積みであると感じ
た。
　そこで学生視点で大学や地域、行政などと連携しつつ、災害時に対応できるような体制
構築のための意見や、身を守るための情報発信ができるように、思いや意思を共有できる
者で新たに早稲田災害対策学生チーム（早稲田レスキュー）を大学の環境安全管理課とＷ
ＡＶＯＣ（早稲田大学平山郁夫記念ボランティアセンター）公認のもと立ち上げた。
Ⅲ）災害直後の動きと今後の早稲田レスキューの活動（2011年～）
【現実をどう知り】
　防災関係の事前からあったネットワークで現地に行った方と直接お話を伺い、現地の様
子を映像と写真で知り、支援活動の状況を知った。またＷＡＶＯＣとＭＴＧを重ね、動き
出すにも現地の安全確認や情報等が必要ということがわかった。
【判断し】
　ボランティア慎重論が出ていたが、現実にはボランティアが足りていないという状況を
現地入りした方の話を通して知った。また早稲田大学の始業が 5月にのびていた。
　そこでその方に講師をお願いし、早稲田大学の学生に向けてボランティア講習会を実施
した。当初、集団での集会を自粛するような通達もあったが、ボランティアに行きたいと
いう人に正しい情報をいち早く届けるという重要性を考え、学内では許可が得られなかっ
たので新宿区の公的施設を借りて講習会を実施した（二回目は大隈小講堂で実施）。
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【どう考え、行動】
　今現在、以下 3つの活動を展開、もしくは展開準備中である。
①　ボランティアにどう参加したら良いかの流れや、今展開しているボランティアにど
ういった種類があるのかといったような学生に特化した情報がなかったので「もしボ
ラ」というサイトを開設。
②　新宿区に避難して来ている広域避難者の方々への支援が行き届いていない。都内の
大学のボランティア団体を中心に呼びかけ、新宿区内でコミュニティー広場の立ち上
げ。
③　今回の震災で多くのデマが流れた。また震災当日は大学が休みだったが授業期間中
であったら……
　そこで今年度の早稲田レスキューは構内における広報活動、常に持っておきたい非常
時に役立つ物品のセット販売（生協とコラボ）などに重点を置いて活動していく。
おわりに
　私たちの活動が他のボランティア活動と大きく違うと思うのは、ほとんどのボランティ
アは問題が起こってから行われるのに対し、起こることが確実だけど起こる前から活動を
行っている点が大きく違うと考えている。起こってからでは遅いし間に合わないというこ
とが今回の震災でもはっきりした。
　興味・関心・きっかけは人それぞれだと思う。肝心なのはそこにどう関わっていくかだ
と思う。たとえ周りのみんなの関心がなくても、自分がそれは「大事だ」と思ったら踏み
出してみる！　そして何が大事かを訴えかけてみる。共感した者同士で目標に近づけるよ
うにまた踏み出していく。
　振り返りとリサーチの中で、この繰り返しのような気がする。
　そして大学を卒業して就職したらやめてしまうというようなものでよいのか？
　スティーブ・ジョブスが生前述べていたように、人生において点と点を結び付けて行く
ためには、断続的にでもよいと思うので一生かけてかかわっていきたいと思えるような
「大事なもの」を見つけて欲しいし、一方でそれだけに偏らず様々なことに関心を持って
ほしいと思う。
　最後に、何かに取り組むときには困難と闘わなくてはならない。その時大学での学びが
重要な武器になる。学びは授業の中ばかりではないが早稲田は授業の中で得られる確率は
高いと思う。
　ここまで読んでくださりありがとうございました。世の中の課題に挑戦してみたいと考
える人のキッカケになれば幸いです。踏み出してもすぐには解決しません！　それでもほ
っとけないをほっとくな !!
